
数学科学習指導案

１ 単元名 図形の性質と証明

２ 本時の学習 平行四辺形になる条件（３／３）

３ 本時の目標

・ 四角形の辺や角などがどのような条件になれば平行四辺形になるか考えようとしたり，それらを

証明しようとしたりする。

・ 平行四辺形になる条件を使って，辺や角が与えられた四角形が平行四辺形であるかどうかを判別

することができる。

４ 本時の評価規準

評価規準（評価方法） Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる

【数学への関心・意欲・態度】 四角形の辺や角などがど 四角形の辺や角などがど

四角形の辺や角などがどのような条件にな のような条件になれば平行 のような条件になれば平行

れば平行四辺形になるか考えようとしたり， 四辺形になるか考えようと 四辺形になるか考えようと

それらを証明しようとしたりする。 したり，進んでそれらを証 したり，それらを証明しよ

（観察，ワークシート） 明しようとしたりする。 うとしたりする。

【数学的な見方や考え方】 平行四辺形になる条件を 平行四辺形になる条件を

平行四辺形になる条件を使って，辺や角が 使って，辺や角が与えられ 使って，辺や角が与えられ

与えられた四角形が平行四辺形であるかどう た四角形が平行四辺形であ た四角形が平行四辺形であ

かを判別することができる。 るかどうかを判別し，説明 るかどうかを判別すること

（発表，観察，ワークシート） することができる。 ができる。

５ 学習展開

段
学習活動

形 ○教師の支援，※評価の観点と方法

階 態 （●数学的活動における教師の支援）

つ １ 音声計算トレーニングをする。 Ｐ ○ 課題解決の方法の見通しをもたせるため

か に，ペアを組み，課題の答えを答える役と

む 答えを確認する役に分かれて，１分間交代

で２年時に学習した図形に関する課題につ

いて確認させるようにする。

２ 本時の目標を知る。 斉 ○ 平行四辺形であることを平行四辺形の性

質や平行四辺形になる条件を使って証明し

ていくことを知らせるようにする。

３ 本時の課題１を確認する。 斉 ○ プレゼンテーションソフトを利用して，

場面を想定させ，日常生活の事象と数学を

結び付けられるようにする。



〔課題１〕

お姉さんとかりんさんは，買い物に行きました。お店に入ると，お姉さんが１Ｆの宝石店の

前で立ち止りました。そこにはダイヤモンドが展示してあり，光り輝いていました。

お姉さん 「きれいねぇ。」

かりんさん「うん，どうしてこんなにきれいなんだろう。」

お姉さん 「このカットの仕方に秘密があるのよ。」

かりんさん「ほんと！よく見るといろいろな図形の形が見えるわ。」

ダイヤモンドのカットされた面は，どんな図形になっていますか。

見 ４ どのような図形が入っているかを考える。 斉 ● ダイヤモンドを見ながら，図形を探させ,

通 ＜生徒の予想＞ ワークシートNo.1に記入させるようにする。

す ・ 四角形 ・ 平行四辺形 特に，平行四辺形の中に四角形があること

・ 台形 ・ 長方形 に気付かせるようにする。

○ 平行四辺形とその中にある四角形も平行

【数学的活動】 四辺形になっているところに注目させるよ

ア 成り立つ事柄を予想する活動 うにする。

５ 課題２を知る。 斉

〔課題２〕

下の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤの対角線があります。ＡＰ＝３ｃｍ，ＢＲ＝２ｃｍのとき，平

行四辺形ＡＢＣＤの中に平行四辺形ＰＲＱＳをかく方法を考えよう。

【図】 ● 平行四辺形ＡＢＣＤで，ＡＰ＝３ｃｍ，ＢＲ＝

２ｃｍのとき，平行四辺形ＰＲＱＳをかくため

の方法を考えさせ,ワークシートNo.2に記入

させるようにする。

【数学的活動】

イ 観察，操作などの具体的な活動

６ 平行四辺形ＡＢＣＤの中に平行四辺形ＰＲＱＳ 個 ● ＡＰ＝３ｃｍ，ＢＲ＝２ｃｍとなる点Ｑ，Ｓを

をかくための方法を考える。 とると，平行四辺形ＰＲＱＳができることを

【数学的活動】 予想させ，平行四辺形ができているかどう

ア 成り立つ事柄を予想する活動 か確認させるようにする。

○ ＣＱやＤＳの長さを変えたり，形の違う

もので平行四辺形をかいたりした場合をプ

レゼンテーションソフトを利用して提示し，

平行四辺形になっているかどうか確認させ

るようにする。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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２ｃｍ



○ 平行四辺形になるためには，平行四辺形

になる条件の５つうちのどれかを使うこと

を確認させるようにする。

○ すべての平行四辺形についても，それぞ

れの対角線の両端から等しい距離になる点

をとることによって平行四辺形になるのか

どうか疑問をもたせ，証明の必要性につい

て意識させるようにする。

練 ７ 課題３を知る。 斉

り 〔課題３〕

合 □ＡＢＣＤの対角線ＡＣ上に，点Ｐと点Ｑ，ＢＤ上に点Ｒと点Ｓを，

う ＡＰ＝ＣＱ，ＢＲ＝ＤＳ

となるようにとります。このとき，四角形ＰＲＱＳは平行四辺形であることを証明しなさい。

○ プレゼンテーションソフトを利用して課

題提示を行うようにする。

○ 仮定と結論を確認させるようにする。

○ 平行四辺形になる条件の５つを確認させ，

その５つのうち，どの条件を使うか考えさ

せるようにする。

○ 対角線に注目させ，平行四辺形になる条

件の④を使って証明することを確認させる

ようにする。

８ 課題３の解決を行う。 個 ○ 平行四辺形になる条件④を説明するため

の方法を考察し，ワークシートNo.3に記入

させるようにする。

※ 四角形の辺や角などがどのような条件

になれば平行四辺形になるか考えようと

したり，それらを証明しようとしたりす

る。【数学への関心・意欲・態度】（観察，

ワークシート）

９ ４人グループで考察したことの意見交換を Ｇ ● 司会，記録，発表に役割分担をし，話し

行う。 合い活動を行うようにする。

【数学的活動】 ● 四角形ＰＲＱＳの対角線がそれぞれの中点

ウ 自分の考えを人に伝える活動・人の考 で交わることを説明させるようにする。

えを理解する活動 ● 考え方をかいたヒントカードを準備し，

話し合い活動が活発に行われるようにする。
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ヒントカード

＜考え方＞ ※ 平行四辺形になる条件を使って，辺や

等しい長さのフランスパンがあります。 角が与えられた四角形が平行四辺形であ

るかどうかを判別することができる。【数
＝

学的な見方や考え方】（発表，観察，ワ

３０ｃｍ ３０ｃｍ ークシート】

等しい長さずつ切り取りました。

＝

１０ｃｍ １０ｃｍ

残ったフランスパンの長さの関係は？

＝

２０ｃｍ ２０ｃｍ

10 考察したことを発表する。 斉 ● 生徒の発表を基に，証明の書き方につい

【数学的活動】 ての説明を行うようにする。

ウ 自分の考えを人に伝える活動・人の考 ○ 課題の解答を確認させるようにする。

えを理解する活動 ● 課題２の生徒が作成した図で平行四辺形

ができていることを確認させ，すべての平

【数学的活動】 行四辺形でも成り立つことを確認させるよ

エ 目の前の課題から，物事の本質を見抜 うにする。

こうとする活動

深 11 課題４を行う。 斉

め 〔課題４〕

る □ＡＢＣＤの辺ＡＤ，ＢＣの中点を，それぞれ，Ｍ，Ｎとします。

このとき，四角形ＡＮＣＭは平行四辺形であることを証明しなさい。

○ 仮定と結論をワークシートNo.4に記入さ

せ，確認させるようにする。

● 平行四辺形になる条件⑤や②を使って証

明させるようにする。

Ｇ ○ ヒントカードを準備し，話し合い活動が

活発に行われるようにする。

【数学的活動】 ○ 平行四辺形になる条件の②を使って証明

オ 発展的に考える活動 する場合，三角形の合同条件を使った証明

にも取り組ませるようにする。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｎ

Ｍ



ヒントカード

同じ長さの赤と青のテープがあります。

＝
１２ｃｍ １２ｃｍ

赤，青テープをそれぞれ半分に切りました。

＝
６ｃｍ ６ｃｍ

＝
６ｃｍ ６ｃｍ

赤の半分と青の半分の関係は？

＝
６ｃｍ ６ｃｍ

12 考察したことを発表する。 ● 生徒の発表を基に確認させるようにする。

○ 三角形の合同条件を使えば，平行四辺形

【数学的活動】 になる条件の⑤や②以外の①，③，④でも

ウ 自分の考えを人に伝える活動・人の考 証明できることを知らせるようにする。

えを理解する活動

ま 13 本時の学習について振り返る。 斉 ● 証明したことを振り返ることによって，

と すべての平行四辺形においても成り立つこ

め 【数学的活動】 とがいえるという数学のよさである一般性

る カ 自分が行った活動を振り返る活動 を確認させるようにする。

● ダイヤモンドの形式的な略図で，平行四

辺形の対角線を等分割し，平行四辺形の中

に４つの平行四辺形を記入したものやブリ

リアントカットのひし形の敷き詰められた

ものなどをみせ，数学のよさである有用性

や美しさなどを実感させるようにする。

※ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」「Ｐ」はそれぞれ以下のような活動を示している。

斉・・・一斉活動， 個・・・個人活動， Ｇ・・・グループ活動， Ｐ・・・ペア活動


